
阿知須総合支所

総合サービス課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

昨年度の実績評価

上位成果への貢献度 公的関与の妥当性

貢献度大 法定受託事業

貢献度中 妥当性がある

貢献度小 見直し余地あり

基礎的事務事業

成果状況

向上（最高状態維持含む）

維持・横ばい

低下・悪化

成果向上余地

大 中 小

なし

類似事業との再編成

再編成できる（理由→）

再編成できない（理由→）

類似事業なし

コスト削減余地

効率化余地あり

現状手段が適切

改革概要・改革により期待される効果、施設管理運営に対する評価など

事務事業評価報告書

阿知須健康福祉センター
市民

基本事業

総合計画体系

政策

施策

施策の総合推進

子育て・健康福祉

地域福祉の充実

担当部

担当課

今後住民ニーズに応じた自主事業や施設の貸し出しを行うことで、より一層の成果向上が見込めます。

類似事業はありません。

手段（事務事業の内容、やり方、手順）

指定管理者である山口市社会福祉協議会は、事業計画書、協定書及び年度協定書に基づき適正に管理運営されています。定期利用団体等との日程調整、
利用者ニーズの把握や利用者への配慮に努めるとともに、地域活動へ積極的に参加するなど、地域密着型の運営がされていると認められます。

有
効
性

妥
当
性

効
率
性

指定管理者制度を導入している施設であり、特にありません。

施設名：山口市阿知須健康福祉センター

事業開始背景等

すべての市民が安全で健康な生活を送ることができ、自発的な健康づくり活動を推進するとともに、健やかに笑顔で暮らせるまちづくり
の推進を図るため、当センターを設置しました。

阿知須健康福祉センターの管理運営を指定管理により行いました。
１． 指定管理者
　　山口市社会福祉協議会
２． 施設概要
　　自発的な健康づくり活動、健やかに笑顔で暮らせるまちづくりの推進
　　のため、平成15年開設
３． 開館時間
　　午前９時から午後５時まで
４． 主な利用者
　　健康福祉推進活動団体、個人
５． サービス内容
　　個人・団体が活動を行うための施設（多目的スタジオ、高齢者娯楽室
　　等）の利用許可や指定管理者による自主事業（おげんきかんまつり、
　　防災対策研修会、高齢者対象の健康増進・交流促進事業など各種
　　福祉事業）の開催

健康福祉センターを利活用することで、市民の交流促進、健康増進、地域福祉の
充実を図ります。



指定期間：令和６年度～令和１０年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営業務
・受付事務、利用許可、貸館、鍵施錠、修繕
など、適正な施設の運営が行われたか。 ☆ 3

維持管理業務
・清掃、保守点検など、施設の維持管理、及
び備品管理は適正に行われたか。 ☆ 3

再委託監督
・再委託先に対する監督等が適正に行われ
たか。 ☆ 3

人員配置
職員研修

・適正な人員配置、職員の育成・指導が行わ
れたか。 ☆ 3

地域連携
・地域や関係団体等との連携や協働が適切
に行われていたか。 ☆ 3

接客対応

・苦情に対する対応は適切であったか。
・接客対応は適切であったか。
・利用者に対する案内、説明は適切であった
か。

☆ 3

労働環境
・良質なサービス提供をするための労働環境
は充実していたか。 ☆ 3

平等利用
・市民の平等利用に関する基本姿勢は適切
であったか。 ☆ 3

個人情報保護
・利用者の個人情報を保護するための対策
が適切であったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止など安全対策が適切であっ
たか。 ☆ 3

危機管理
・防犯、防災対策など危機管理体制が適切で
あったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動
・施設目的の達成のための効果的な営業、広
報活動、情報提供等がなされたか。 ☆ 3

サービス向上
・利用者サービスの向上や利用促進への取
組がなされたか。 ☆ 3

自主事業
・利用者ニーズに即した自主事業が実施され
たか。 ☆ 4

改善運動
・アンケートの実施など、利用者の意見、要望
を聴き、管理運営に反映されたか。 ☆ 3

収入確保 ・収入増加のための取組がなされたか。 ☆ 3

収支計画との整合性
・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

安定経営 ・安定的な経営が行われたか。 ☆ 3

経理状況
・月別報告、四半期報告など、経理事務は適
正に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 1 58

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ Ａ

　民生委員、福祉員、母子保健推進員や地域で活動している
様々な福祉関係団体と日常的に連携・協働しながら、地域との
密着性を重視した管理運営がなされている。

　山口市社会福祉協議会が策定している「苦情対応マニュアル」
により、苦情に対する対応を行っている。
　利用者に対して申請時点で十分な案内、説明をしている。

　労働基準法及び就業規則を遵守され、良質なサービスを提供
するための労働環境づくりに努められている。

平等利用、安全対策
等、危機管理体制

『指定管理者モニタリング評価』

施設名：山口市阿知須健康福祉センター  　　　   指定管理者：社会福祉法人山口市社会福祉協議会

評価項目 評価コメント

評価

評点

　職員が施設の設置目的を理解し、利用希望者へ適切に説明
できる体制にある。また、年間利用者と新規利用希望者との日
程調整をされるなど、市民の平等利用に関する姿勢は適正であ
る。

　山口市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護並びに
関係書類の適正な管理に努められている。

　不要な物品等の放置もなく、施設内外が整理整頓されており、
日常から安全対策に努められている。

　万全な連絡体制の下、市と共同して避難所運営を行う体制づ
くりが確立されている。　消防訓練を年２回実施するとともに安
全確保のための技能の習得、必要な研修が実施されている。
　施設は、警備会社に管理を委託されており、各部屋にセン
サーが設置されるなど、必要な防犯体制が講じられているととも
に、職員の緊急連絡網を備え、危機管理体制を整えられてい
る。

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

　利用許可については、定期利用団体等と調整され、公平・円
滑な施設利用を行うことができるよう、利用者への配慮に努めら
れている。利用希望者に対しては、申請前に十分に施設の目的
や利用できる要件等を説明されていることから、不許可決定さ
れた案件はない。

　仕様書に示されている項目、頻度を遵守し、清掃、保守点検
が実施されており、施設の維持管理が十分に行き届いている。
　備品は、台帳により適正に管理されている。

　各再委託業務の作業スケジュールを適切に管理されており、
作業後の検査も職員が行うなど、適正な監督が実施されてい
る。

　施設の規模等に即した適正な人員配置がなされている。
　山口市社会福祉協議会が主催する人材育成等の研修会に参
加し,資質の向上に努めている。

Ａ

評　点　合　計 57

審査結果

　指定管理者である山口市社会福祉協議会は、設備点検や清掃・軽微な修繕等を堅実に実施されており、適正
に施設の管理運営がなされている。
　また、民生委員、福祉員、母子保健推進員や地域で活動している様々な福祉関係団体と日常的に連携・協働
し、地域との密着性を重視した管理運営がなされている。

年度評価

利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み

　「社協だより」等を通じて、情報提供等を行っている。また、定
期利用団体の活動内容・貸館施設（部屋）の写真・施設の利用
申請要領を掲載したチラシを作成して施設内に掲示し、利用拡
大のための広報活動に努められている。

利用者満足度

　施設運営や自主事業に対するニーズを把握するため、施設利
用者に対してはアンケートを毎年実施している。
　また、ロビーに「ご意見箱」を設置し、利用者、民生委員、福祉
員など、地域で活動している様々な福祉関係団体から幅広く意
見を聴取するなどして、サービス向上や利用促進に向け積極的
に取り組まれている。

　「おげんきかんまつり」では、アンケートを実施され、参加者
ニーズの把握に努められている。その他の自主事業として、災
害時の避難行動や防災意識向上を目的とした「防災講座」や高
齢者の健康増進、交流促進とした「健康教室」を開催されてい
る。

　施設利用者に対しては利用者アンケートを実施。また、定期利
用団体等に対しては意見、要望を聴取するなどして、利用者
ニーズの把握に努められている。

経
営
状
況

収支等実績

　施設の貸館については、全額減免対象の利用者が占めてい
るが、一般利用者の貸館にも「地域交流センターだより」等で利
用者の募集に努められている。更に新規利用者・利用収入増加
に向け取り組まれたい。

　事業計画及び実績報告を照合した結果、整合している。

　事業計画等に基づき計画的な施設管理運営がなされ、また、
適正な人員確保も図られており、安定した運営が行われてい
る。

　利用者数の報告及び経理事務は、適正に処理されている。

【各年度の評価】

総合評価

総　評



健康福祉部

高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

昨年度の実績評価

上位成果への貢献度 公的関与の妥当性

貢献度大 法定受託事業

貢献度中 妥当性がある

貢献度小 見直し余地あり

基礎的事務事業

成果状況

向上（最高状態維持含む）

維持・横ばい

低下・悪化

成果向上余地

大 中 小

なし

類似事業との再編成

再編成できる（理由→）

再編成できない（理由→）

類似事業なし

コスト削減余地

効率化余地あり

現状手段が適切

改革概要・改革により期待される効果、施設管理運営に対する評価など

基本事業

事務事業評価報告書

施設名：山口市老人福祉館
担当部

担当課

手段（事務事業の内容、やり方、手順）

・おおむね６０歳以上の者
・山口市の福祉に関係する団体

指定管理者制度を導入し、条例に定める業務を行いました。
＜施設概要＞
　所在地　　　山口市下竪小路２５４番地
　開設時期　 昭和４３年４月
  休館日  　　日曜日、祝日、年末年始
　利用時間 　午前９時～午後１０時
＜指定管理＞
　指定管理者　　山口市社会福祉協議会
　指定期間　　 　令和３年４月１日～令和８年３月３１日
＜耐震診断＞平成２４年度実施＜耐震設計＞平成２５年度実施
＜耐震補強・長寿命化工事＞平成２６年度実施

・高齢者が生きがいづくりや健康増進、教養の向上等を図ることができます。
・福祉団体の活動がしやすくなります。
・適切な施設管理を行うことができます。

基本協定書及び指定管理者年度協定書に基づき、適正に運営されています。

社会参加と生きがいづくりの推進

事業開始背景等

・老人福祉法第１５条第５項に基づき設置しています。
・元気な高齢者が生きがいづくりや健康増進を図るための場を確保します。

妥
当
性

総合計画体系

政策 子育て・健康福祉

施策 高齢者福祉の充実

有
効
性

高齢者の生きがいづくりや教養の向上を図る施設としての機能を果たしていると考えます。
今後も介護予防等の取組などを推進し、高齢者が生きがいづくりや健康増進、教養の向上等を図って
いきます。

効
率
性

類似事業はありません。

指定管理者制度を導入し、最小限のコストで施設の効用が最大となるよう事業を実施しており、コスト
削減の余地はありません。



指定期間：令和 　３　年度～令和　７　年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営業務
・受付業務、利用許可、貸館、鍵施錠、修繕
など、適切な施設の運営が行われたか。 ☆ 3

維持管理業務
・清掃、保守点検など、施設の維持管理、及
び備品管理は適正に行われたか。 ☆ 3

人員配置
職員研修

・適正な人員配置、職員の育成・指導が行わ
れたか。 ☆ 3

地域連携
・溝掃除など、地域や関係団体等との連携や
協働が適切に行われていたか。 ☆ 3

接客対応

・苦情に対する対応は適切であったか。
・接客対応は適切であったか。
・利用者に対する案内、説明は適切であった
か。

☆ 3

労働環境
・良質なサービス提供をするための労働環境
は充実していたか。 ☆ 3

平等利用
・市民の平等利用に関する基本姿勢は適切
であったか。 ☆ 3

個人情報保護
・利用者の個人情報を保護するための対策
が適切であったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止など安全対策が適切で
あったか。 ☆ 3

危機管理
・防犯、防災対策など危機管理体制が適切で
あったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動
・施設目的の達成のための効果的な広報活
動、情報提供等がなされたか。 ☆ 4

サービス向上
・利用者サービスの向上や利用促進への取
組がなされたか。 ☆ 4

自主事業
・利用者ニーズに即した自主事業が実施され
たか。 ☆ 3

改善運動
・アンケートの実施など、利用者の意見、要望
を聴き、管理運営に反映されたか。 ☆ 3

収支計画との整合性
・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

安定経営 ・安定的な経営が行われたか。 ☆ 3

経理状況
・月別報告、四半期報告など、経理事務は適
切に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 2 53

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ Ａ Ａ A A

※総合評価は、指定期間の総括として最終年度に行います。

個人情報が記載された文書等は、他者の目線に触れないように
扱われており、キャビネット及び机の引き出しに鍵をかけて保管
されている。

ヒヤリハット事例の迅速な情報共有、注意喚起の張り紙、備品
配置の改善、滑りを和らげるスリッパの購入など、可能なものは
即解決する方向で動かれている。

避難訓練（年2回）の実施により、危機管理体制が整えられてい
る。

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

・利用人数、駐車場の空き具合、隣接する児童館の行事等を勘
案し、多くの団体が施設を利用できるように利用調整をされてい
る。
・修繕については、市と情報共有し即時対応に努められている。

・安全点検を日々行い、施設の老朽化が著しい箇所を把握する
とともに、利用者の目線に立って、清潔感のある施設の管理運
営に努められている。
・備品管理についても、老朽化したものが多く、予算内での買い
替え等を計画的に実施されている。

障がいがある人への合理的配慮、高齢者の安心安全な活動の
ための危険性の排除について、利用者の観察を密に行い適切
な対応に努められている。

・イベントや講座開催等に合わせ、勤務日を調整されるなど、人
員配置を工夫されている。
・市社協地域福祉課とのミーティングも実施され、職員への指導
等も行われている。

地元自治会や地区老連とは、利便性向上の観点から、施設の
利用で調整を行うなど柔軟な対応が行われている。

・高齢者の目線に立った接遇を心掛けて、要望については、早
期に改善するように対応されている。
・利便性の面では、利用者の目に留まりやすい場所に安全性の
観点から背もたれ付き椅子等の配置、段差部分を目立たせる
各種掲示物の案内を工夫されている。

施設の予約状況を確認し、職員全員が休暇を取りやすいよう努
められているほか、日頃から施設の課題について意見交換を行
うなど、職員間で良い関係が築かれている。

平等利用、安全対策
等、危機管理体制

『指定管理者モニタリング評価』

施設名：  山口市老人福祉館                 　　   指定管理者：社会福祉法人山口市社会福祉協議会

評価項目 評価コメント

評価

評点

経
営
状
況

収支等実績

・市社協地域福祉課（経理担当）と密に連携し、収支状況を確認
しながら予算執行に努められている。
・備品購入については、複数の見積書をとり、適切な業者に依
頼するように努められている。

市社協地域福祉課（経理担当）と密に連携し、収支予算書に
沿った安定的な運営が行われている。

市社協地域福祉課（経理担当）と密に連携し、適正に経理処理
が行われている。

利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組

み

市報、社協だより、玄関掲示、ホームページを活用して広報に努
められている。令和８年１月からインスタグラムによる広報も始
められている。

利用者満足度

・施設利用時や講座開催時に利用者への声掛けを行い、運営
サービスに関する意見を聞き、ニーズの把握に努められてい
る。
・新たに施設利用申込書のメールでの受付も開始された。

講座を企画する際は、前年度受講者の事後アンケートや利用者
の意見を踏まえて、興味・関心が高い講座になるように努めら
れている。

・主催講座の事後アンケートを必ず実施し、次回の企画の参考
にされている。
・利用者との頻繁な会話により、意見要望の把握に努められて
いる。

Ａ

【各年度の評価】

総合評価 良好

総　評

５年間の指定期間を通じ、施設の管理運営は適正に実施され、年度ごとの評価についてもＡ評価となってい
る。高齢者のコミュニティの場として、施設の設置目的及び利用者ニーズに沿った事業が実施され、高齢者の
生きがいづくりに取り組まれている。また、インスタグラムやメール等を活用することにより、利用者の利便性の
向上が図られ、利用拡大に努められている。以上総合的に判断し、施設の設置目的に沿った管理運営が行わ
れていることから、総合評価を良好とした。
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審査結果

・高齢者の目線に立った接遇を心掛けて、要望については、早期に改善するなど、適切に管理運営が行われている。
・ヒヤリハット事例の迅速な情報共有、注意喚起の張り紙、備品配置の改善など、安全点検と利用者の活動状況の観察から安全対
策を十分に実施されている。
・インスタグラムによる情報発信やメールによる利用申込の受付等のＩＴ化により、利用者の利便性の向上が図られ、利用拡大につな
げられている。
・声掛け、会話、アンケートにより、利用者の意見を踏まえて、運営サービスや各種講座を実施されている。

年度評価

評　点　合　計



健康福祉部

高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

昨年度の実績評価

上位成果への貢献度 公的関与の妥当性

貢献度大 法定受託事業

貢献度中 妥当性がある

貢献度小 見直し余地あり

基礎的事務事業

成果状況

向上（最高状態維持含む）

維持・横ばい

低下・悪化

成果向上余地

大 中 小

なし

類似事業との再編成

再編成できる（理由→）

再編成できない（理由→）

類似事業なし

コスト削減余地

効率化余地あり

現状手段が適切

改革概要・改革により期待される効果、施設管理運営に対する評価など

有
効
性

高齢者の心身の健康づくりや生きがいづくりの施設としての機能を果たしていると考えます。
今後も高齢者が身近で交流することができ、楽しめる拠点となるよう、成果の向上につなげます。
潮寿荘については、施設の老朽箇所の改修等を実施し、避難所施設としての機能強化を図ります。

効
率
性

類似事業はありません。

指定管理者制度を導入し、最小限のコストで施設の効用が最大となるよう事業を実施しており、コスト
削減の余地はありません。

指定管理者基本協定書及び年度協定書に基づき、適正に運営されています。

介護予防の推進

事業開始背景等

・元気な高齢者が生きがいづくりや健康増進を図るための場を確保します。

妥
当
性

総合計画体系

政策 子育て・健康福祉

施策 高齢者福祉の充実

基本事業

事務事業評価報告書

施設名：山口市老人憩の家　
担当部

担当課

手段（事務事業の内容、やり方、手順）

・６０歳以上の高齢者 指定管理者制度を導入し、条例に定める業務を行いました。
＜施設状況＞
　利用者　　６０歳以上の高齢者
　利用時間　午前９時～午後５時
　利用料金　１人１回１００円
　休館日　　月曜日、年末年始
　所在地　　 嘉泉荘：嘉川
　　　　　　　  潮寿荘：秋穂二島
＜指定管理＞
　指定管理者　株式会社三宅商事
　指定期間　　令和３年４月１日～令和８年３月３１日
＜耐震・長寿命化工事＞
  平成２６年度実施

・高齢者の心身が健康になります。
・利用者同士の交流により生きがいづくりができます。
・適切な施設管理を行うことができます。



指定期間：令和３年度～令和７年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営業務
・受付事務、利用許可、貸館、鍵施錠、修繕
など、適正な施設の運営が行われたか。 ☆ 3

維持管理業務
・清掃、保守点検など、施設の維持管理、及
び備品管理は適正に行われたか。 ☆ 3

人員配置
職員研修

・適正な人員配置、職員の育成・指導が行わ
れたか。 ☆ 3

地域連携
・溝掃除など、地域や関係団体等との連携や
協働が適切に行われていたか。 ☆ 4

接客対応

・苦情に対する対応は適切であったか。
・接客対応は適切であったか。
・利用者に対する案内、説明は適切であった
か。

☆ 3

労働環境
・良質なサービス提供をするための労働環境
は充実していたか。 ☆ 3

平等利用
・市民の平等利用に関する基本姿勢は適切
であったか。 ☆ 3

個人情報保護
・利用者の個人情報を保護するための対策
が適切であったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止など安全対策が適切で
あったか。 ☆ 3

危機管理
・防犯、防災、感染症対策など危機管理体制
が適切であったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動
・施設目的の達成のための効果的な広報活
動、情報提供等がなされたか。 ☆ 4

サービス向上
・利用者サービスの向上や利用促進への取
組がなされたか。 ☆ 3

自主事業
・利用者ニーズに即した自主事業が実施され
たか。 ☆ 3

改善運動
・アンケートの実施など、利用者の意見、要望
を聴き、管理運営に反映されたか。 ☆ 3

収支計画との整合性
・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

安定経営 ・安定的な経営が行われたか。 ☆ 3

経理状況
・月別報告、四半期報告など、経理事務は適
正に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 2 53

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ Ａ Ａ A A

※総合評価は、指定期間の総括として最終年度に行います。

・個人情報保護マニュアルに基づき、取扱い責任者を選任するな
ど、情報漏洩防止に向けた適切な管理体制が構築されている。
・事前に利用券を発行し、受付時の個人情報の記入を省略するこ
とで、漏洩リスクの低減が図られている。

・嘉泉荘、潮寿荘で実際に起こった案件について、情報を共有
し、事故防止に努められている。
・毎日、施設内を点検し、事故防止に努められている。

・家族を含め日常の健康観察、報告・相談を徹底されている。
・「緊急対応マニュアル」に基づき迅速かつ適切に対応できるよう
危機管理体制を構築されている。また、消防訓練を実施（年２回）
されている。

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

・接遇マニュアルに基づき、適正な受付事務等が行われている。
・軽微な修繕は指定管理者により、即時に対応されている。

・広間前庭の植木について、独自の年間計画に基づき定期的に
伐採や剪定がなされている。
・施設内外の日常点検、保守点検は指定管理者および業務委託
により適切に実施されており、施設・設備の不備による事故は一
例もなかった。特に浴室については、毎日専用薬剤を用いて清掃
されている。

貸館受付、利用時間については、過大な要求をする利用者を特
別扱いしないなど、職員間による対応の相違が生じないように徹
底されている。

・開館時間帯は、常時２名以上の配置を基本とし、勤務ローテー
ションが組まれている。
・こんこんパークにおいて２施設合同で、浴室での事故対応や
AEDの取扱い等について、山口赤十字病院の指導のもと研修を
実施された。

・施設周辺の通学路の枯葉除去、草刈り等を実施され、児童の安
全な通学に貢献されている。
・物品購入、施設修繕等は地元業者へ発注されている。
・周辺に住宅が増えたため、駐車場を危険のない範囲で地元の
子どもたちの遊び場として、開放されている。

・接遇マニュアル、苦情対応マニュアルに基づき、適切な対応をさ
れている。
・リピーターが多いため、各利用者に寄り添った声かけをされてい
る。また、スタッフ間で個々の情報を共有し、可能な範囲で利用を
補助する等適切に接客対応をされている。
・利用者から手作りの作品が多数提供され、館内に飾られてお
り、地域から愛される施設となっている。

・計画的に有休が取れるようにする等、労働環境が整えられてい
る。
・制服、作業用備品等を支給し、暑さ対策として夏用制服や安全
作業着も別途支給されている。

平等利用、安全対
策等、危機管理体
制

『指定管理者モニタリング評価』

施設名：山口市老人憩の家　嘉泉荘 　　　                指定管理者：株式会社三宅商事

評価項目 評価コメント

評価

評点

経
営
状
況

収支等実績

人件費や光熱費等の高騰により支出が当初計画より増えている
が、他の支出を抑えることにより、全体の収支のバランスが取れ
るよう努められている。

職員給与、公共料金、外部委託費、発注物品について、指定管
理者の本社経理部と連携し適正に経理処理が行われている。

定期的な報告がされており、経理事務は適正に処理されている。

利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み

・急遽休館になった際は、常連の利用者へ電話連絡をするととも
に、他の施設を案内している。
・嘉川コミュニティータクシー推進協議会と連携し、タクシーの便数
を増やすことにより、利用者の利便性が向上している。

利用者満足度

・バスチェア等施設備品の取替等、サービス向上の取組をされ、
利用者の方々が快適に利用できるような環境づくりをされてい
る。
・庭木の伐採により、防犯灯の明かりが届くようになり、施設周辺
の安全性が向上している。
・熱中症予防のタブレットを無料配布しており、利用者から好評を
得られている。

・回数券（1回分が免除）を発行し、利用者から好評を得られてい
る。
・敬老月間（９月）の無料開放やコイン式マッサージチェアを設置
され好評を得られている。

利用者からの意見を踏まえて、浴室内の椅子の更新や熱中症予
防のタブレットを無料配布されている。

Ａ

【各年度の評価】

総合評価 良好

総　評

５年間の指定期間を通じ、施設の管理運営は適正に実施され、各年度ともＡ評価となっている。施設・設備の維
持管理を適切に行うとともに、利用者が安全かつ快適に利用できる環境づくりに継続して取り組まれてきた。ま
た、利用者ニーズを踏まえた自主事業やサービス向上の取組を積極的に実施し、地域団体や関係機関との連
携による利便性向上にも努められている。さらに、職員研修や安全対策の充実により、安定した施設運営が継
続されている。以上を総合的に判断し、施設の設置目的に沿った管理運営が行われていることから、総合評価
を良好とした。
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審査結果

・嘉川コミュニティータクシー推進協議会と連携し、タクシーの便数を増やすことで、施設利用者の利便性向上が図られている。
・バスチェアの更新、熱中症予防タブレットの無料配布、庭木伐採による防犯灯の明かり確保など、利用者が快適かつ安全に利用で
きる環境づくりに努められている。
・こんこんパークにおいて２施設合同で、山口赤十字病院の指導のもと浴室での事故対応やAEDの取扱いについての研修を実施する
など、職員の育成に努められている。
・回数券の発行や敬老月間の無料開放、コイン式マッサージチェアの設置など、利用者ニーズに即した自主事業が積極的に実施され
ている。
・利用者から手作りの作品が多数提供され、館内に飾られるなど、地域から愛される施設運営が行われている。

年度評価

評　点　合　計



指定期間：令和３年度～令和７年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営業務
・受付事務、利用許可、貸館、鍵施錠、修繕
など、適正な施設の運営が行われたか。 ☆ 3

維持管理業務 ・清掃、保守点検など、施設の維持管理、及
び備品管理は適正に行われたか。 ☆ 3

人員配置
職員研修

・適正な人員配置、職員の育成・指導が行
われたか。 ☆ 3

地域連携 ・溝掃除など、地域や関係団体等との連携
や協働が適切に行われていたか。 ☆ 3

接客対応

・苦情に対する対応は適切であったか。
・接客対応は適切であったか。
・利用者に対する案内、説明は適切であった
か。

☆ 3

労働環境
・良質なサービス提供をするための労働環
境は充実していたか。 ☆ 3

平等利用 ・市民の平等利用に関する基本姿勢は適切
であったか。 ☆ 3

個人情報保護
・利用者の個人情報を保護するための対策
が適切であったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止など安全対策が適切で
あったか。 ☆ 3

危機管理
・防犯、防災、感染症対策など危機管理体
制が適切であったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動 ・施設目的の達成のための効果的な広報活
動、情報提供等がなされたか。 ☆ 4

サービス向上
・利用者サービスの向上や利用促進への取
組がなされたか。 ☆ 3

自主事業
・利用者ニーズに即した自主事業が実施さ
れたか。 ☆ 3

改善運動
・アンケートの実施など、利用者の意見、要
望を聴き、管理運営に反映されたか。 ☆ 3

収支計画との整合性
・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

安定経営 ・安定的な経営が行われたか。 ☆ 3

経理状況
・月別報告、四半期報告など、経理事務は
適正に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 1 52

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ Ａ Ａ A A

※総合評価は、指定期間の総括として最終年度に行います。

・個人情報保護マニュアルに基づき、取扱い責任者を選任するな
ど、情報漏洩防止に向けた適切な管理体制が構築されている。
・事前に利用券を発行し、受付時の個人情報の記入を省略するこ
とで、漏洩リスクの低減が図られている。

・嘉泉荘、潮寿荘で実際に起こった案件について、情報を共有し、
事故防止に努められている。
・毎日、施設内を点検し、事故防止に努められている。

・家族を含め日常の健康観察、報告・相談を徹底されている。
・「緊急対応マニュアル」に基づき迅速かつ適切に対応できるよう
危機管理体制を構築されている。また、消防訓練を実施（年２回）
されている。

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

・接遇マニュアルに基づき、適正な受付事務等が行われている。
・軽微な修繕は指定管理者により、即時に対応されている。

・施設内外の日常点検、保守点検は指定管理者および業務委託
により適切に実施されており、施設・設備の不備による事故は一
例もなかった。
・浴室については、毎日専用薬剤を用いて清掃されている。
・施設周辺の広範囲について、計画的に枯葉除去、草刈り等を実
施されている。
・海水汲み上げポンプや上水の送水ポンプについて、定期的に巡
回確認されており、漏水等も早期に発見し、迅速な対応が取られ
ている。
・季節の花々が複数箇所に飾られており、館内美化に努められて
いる。

貸館受付、利用時間については、過大な要求をする利用者を特別
扱いしないなど、職員間による対応の相違が生じないように徹底し
ている。

・開館時間帯は、常時２名以上の配置を基本とし、勤務ローテー
ションが組まれている。
・こんこんパークにおいて２施設合同で、浴室での事故対応やAED
の取扱い等について、山口赤十字病院の指導のもと研修を実施さ
れた。

・近年整備された登山道の利用者に対し、駐車場やトイレ休憩の
場を提供されている。
・二島コミュニティクラブ、鋳銭司蔵六コミュニティスポーツクラブの
イベント時には、協力できる体制を構築されている。
・災害時には、地域の避難所として自主避難者の受入等の対応が
できる体制を作られている。

・接遇マニュアル、苦情対応マニュアルに基づき、適切な対応がな
されている。
・利用者からの意見を踏まえて、施設休館日の案内を玄関に掲出
されている。
・トイレのみの利用（登山者）に対しても、外の入り口から土足のま
ま入れるよう案内するなど、丁寧な対応をされている。

・計画的に有休が取れるようにする等、労働環境が整えられてい
る。
・制服、作業用備品等を支給し、暑さ対策として夏用制服や安全
作業着も別途支給されている。

平等利用、安全対
策等、危機管理体
制

『指定管理者モニタリング評価』

施設名：山口市老人憩の家　潮寿荘 　　　                指定管理者：株式会社三宅商事

評価項目 評価コメント

評価

評点

経
営
状
況

収支等実績

人件費や光熱費等の高騰により支出が当初計画より増えている
が、他の支出を抑えることにより、全体の収支のバランスが取れる
よう努められている。

職員給与、公共料金、外部委託費、発注物品について、指定管理
者の本社経理部と連携し適正に経理処理を行われている。

定期的な報告がされており、経理事務は適正に処理されている。

利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み

・急遽休館になった際は、常連の利用者へ電話連絡をするととも
に、他の施設を案内されている。
・臼美歩道の利用者に施設利用の案内をされている。

利用者満足度

・バスチェア等施設備品の取替等、サービス向上の取組をされ、
利用者の方々が快適に利用できるような環境づくりをされている。
・熱中症予防のタブレットを無料配布しており、利用者から好評を
得られている。

・鋳銭司コミュニティスポーツクラブと臼美歩道のウォーキングイベ
ントを共催で実施し、施設の認知度向上が図られるとともに、今後
の施設利用促進につながる成果を得られている。
・回数券（1回分が免除）を発行し、利用者から好評を得られてい
る。
・敬老月間（９月）の無料開放やコイン式マッサージチェアを設置さ
れ好評を得られている。

利用者からの意見を踏まえて、浴室内の椅子の更新や熱中症予
防のタブレットを無料配布されている。

Ａ

【各年度の評価】

総合評価 良好

総　評

５年間の指定期間を通じ、施設の管理運営は適正に実施され、各年度ともＡ評価となっている。施設・設備の適
切な維持管理に加え、地域団体との連携や地域イベントへの協力、自主避難者の受入体制整備など、地域に
開かれた施設運営に取り組まれてきた。また、利用者ニーズを踏まえた自主事業や環境改善を継続的に実施
し、施設の認知度向上及び利用促進につなげられている。さらに、安全対策や危機管理体制の強化にも継続し
て取組まれ、利用者が安心して利用できる環境を確保されている。以上を総合的に判断し、施設の設置目的に
沿った管理運営が行われていることから、総合評価を良好とした。
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審査結果

・臼美歩道利用者への駐車場やトイレの提供、地域団体が実施するイベントへの協力、災害時の自主避難者受入体制の整備など、
地域との連携を積極的に図り、施設の公益的な役割を果たしている。
・鋳銭司コミュニティスポーツクラブ等と連携した臼美歩道ウォーキングイベントの開催や、回数券の発行、敬老月間の無料開放など、
利用者ニーズを踏まえた自主事業が積極的に実施されており、施設の認知度向上と利用促進につながっている。
・消防訓練や日常的な安全点検の実施に加え、嘉泉荘との事故事例の情報共有を行うなど、安全対策及び危機管理体制の強化に
努められている。

年度評価

評　点　合　計



健康福祉部

高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

昨年度の実績評価

上位成果への貢献度 公的関与の妥当性

貢献度大 法定受託事業

貢献度中 妥当性がある

貢献度小 見直し余地あり

基礎的事務事業

成果状況

向上（最高状態維持含む）

維持・横ばい

低下・悪化

成果向上余地

大 中 小

なし

類似事業との再編成

再編成できる（理由→）

再編成できない（理由→）

類似事業なし

コスト削減余地

効率化余地あり

現状手段が適切

改革概要・改革により期待される効果、施設管理運営に対する評価など

基本事業

事務事業評価報告書

施設名：山口市秋穂デイサービスセンター
担当部

担当課

手段（事務事業の内容、やり方、手順）

在宅の要援護者 指定管理者制度を導入し、条例に定める業務を行いました。
＜指定管理者＞
　管理者　　　社会福祉法人　博愛会
　指定期間　令和4年4月1日～令和9年3月31日

・社会的孤立感が解消できます。
・心身機能が維持、向上します。

基本協定書及び指定管理者年度協定書に基づき、適正に運営されています。

施策の総合推進

事業開始背景等

・老人福祉法第１５条第２項に基づき設置しています。
・地域におけるデイサービス施設の確保

妥
当
性

総合計画体系

政策 子育て・健康福祉

施策 高齢者福祉の充実

有
効
性

利用者数は減少していますが、高齢化の進行とともに、今後も一定の利用が見込まれることから、社会
的孤立感の解消、心身機能の維持・向上に寄与しているものと考えます。

効
率
性

類似の事業はありません。

指定管理者制度を導入し、最小限のコストで施設の効用が最大となるよう事業を実施しており、コスト
削減の余地はありません。



指定期間：令和４年度～令和８年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営業務
・受付事務、施錠、修繕など、適正な施設の
運営が行われたか。 ☆ 3

維持管理業務
・清掃、保守点検など維持管理、及び備品管
理は適正に行われたか。 ☆ 3

人員配置
職員研修

・適正な人員配置、職員の育成、指導が行わ
れたか。 ☆ 3

地域連携
・清掃など、地域や関係団体等との連携や協
働が適切に行われていたか。 ☆ 4

接客対応
・利用者に対する案内、説明、また、事故や
苦情に対する対応は適切であったか。 ☆ 3

平等利用
・市民の平等利用に関する基本姿勢は適切
であったか。 ☆ 3

個人情報保護
・利用者の個人情報の保護対策は適切で
あったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止など安全対策が適切で
あったか。 ☆ 3

危機管理
・防犯、防災対策など危機管理体制が適切で
あったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動
・施設目的の達成のための広報活動、情報
提供等がなされたか。 ☆ 3

自主事業
・利用者ニーズに即した自主事業が実施され
たか。 ☆ 3

改善運動
・利用者の意見要望を聴き、管理運営に反映
されたか。 ☆ 3

収支計画との整合性
・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

安定経営 ・安定的な運営はできているか。 ☆ 3

経理状況 ・経理事務は適正に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 1 46

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ Ａ Ａ A

※総合評価は、指定期間の総括として最終年度に行います。

個人情報の保護に関する法律及び個人情報等取扱特記事項に
基づき、個人情報の保護並びに関係書類の適正な管理に努め
られ、目的外使用もされていない。

『指定管理者モニタリング評価』

施設名：山口市秋穂デイサービスセンター　　　   指定管理者：社会福祉法人　博愛会

評価項目 評価コメント

評価

評点

・事故防止については、ダブルチェック等を行い、日頃から細心
の注意が払われている。
・事故及びヒヤリハット報告書を活用し、再発防止に努める等の
安全対策が講じられている。

BCPや消防計画、防災マニュアル、緊急連絡網の作成、感染症
対策の徹底などの予防措置が講じられており、危機管理体制が
整えられている。

利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の

取
り
組
み

法人のホームページにおいて、施設の紹介や活動状況につい
ての情報を随時更新し、広報活動及び情報提供に努められて
いる。また、毎月、地域包括支援センターや居宅介護支援事業
所へサービス実績報告書等の資料を持参し、施設の空き状況
等の情報提供を行う等、利用者増加に努められている。

利用者満足度

認知症カフェ秋穂の運営に職員を派遣し、介護予防に関する講
座や健康体操を行い、施設の認知度を上げ、利用促進につな
がるよう努められている。

利用者及びご家族へアンケートを実施し、意見要望等について
管理運営に反映するよう努められている。

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

基本協定に基づき、施設の設置目的に沿った運営が行われ、
施錠、修繕等の施設管理が行われている。また、施設の対応範
囲を超える修繕等については、随時、市担当者と連絡相談する
など、適切に対応されている。

清掃や施設設備の保守点検などの施設の維持管理は適正に
行われており、備品は備品台帳により適正に管理が行われてい
る。

・国の人員基準に従い、適正な人員が配置されている。
・介護保険制度や高齢者虐待、認知症等、多岐に渡る職場内研
修が毎月実施されており、介護報酬改定や人材育成について
の外部研修にも積極的に参加し、職員の育成に努められてい
る。

・施設周辺の水路清掃や草刈りを行い、地域の環境整備に努
められている。
・秋穂小学校での車椅子学習、秋穂中学校生徒の職場体験、
お大師参りの接待、地元の子どもたちと協働によるイルミネー
ションの設置、認知症カフェ秋穂への職員派遣、秋穂モルック大
会への参加等、地域との連携が図られている。

・利用開始時に、契約書や重要事項説明書等により、サービス
内容についての説明が行われている。
・事故や苦情があった場合は、事故及びヒヤリハット報告書、苦
情受付書を作成し、適切に対応できる体制が整えられている。

平等利用、安全対策
等、危機管理体制

法人のホームページにおいて、施設の紹介や活動状況につい
ての情報を随時更新し、情報提供されるなど、広く一般に周知
を図ることで、市民の平等利用に関する姿勢は適切に保たれて
いる。

経
営
状
況

収支等実績

利用者の急減により、利用料収入が減少し、厳しい経営状況と
なっているが、経費の見直しにより収支のバランスが保たれるよ
う努められている。

利用者数の減少により、収入は減少したが、経費の見直しによ
り、安定した経営となるよう努められた。

法人の経理規定に則り、経理事務は適正に処理されている。

Ａ

【各年度の評価】

総合評価

総　評
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審査結果

・介護保険制度や高齢者虐待、認知症等、多岐にわたる職場内研修を毎月実施するとともに、外部研修にも積
極的に参加し、職員の育成に努められている。
・車椅子学習や職場体験の受入れ、イルミネーションの設置、認知症カフェ秋穂への職員派遣、秋穂モルック大
会への参加等、地域との連携が図られている。
・認知症カフェ秋穂の運営に職員を派遣し、介護予防に関する講座や健康体操を実施することで、施設の認知
度向上と利用促進に努められている。
・BCPや消防計画、防災マニュアルの作成、感染症対策の徹底など、危機管理体制が整えられている。
・利用者数の減少により厳しい経営状況となっているが、経費の見直しにより収支のバランスが保たれるよう努
められている。

年度評価

評　点　合　計



健康福祉部

高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

昨年度の実績評価

上位成果への貢献度 公的関与の妥当性

貢献度大 法定受託事業

貢献度中 妥当性がある

貢献度小 見直し余地あり

基礎的事務事業

成果状況

向上（最高状態維持含む）

維持・横ばい

低下・悪化

成果向上余地

大 中 小

なし

類似事業との再編成

再編成できる（理由→）

再編成できない（理由→）

類似事業なし

コスト削減余地

効率化余地あり

現状手段が適切

改革概要・改革により期待される効果、施設管理運営に対する評価など

基本事業

事務事業評価報告書

施設名：山口市養護老人ホーム秋楽園
担当部

担当課

手段（事務事業の内容、やり方、手順）

環境上の理由及び経済的理由により居宅において養護を受けることが困難なお
おむね６５歳以上の者で、老人ホーム入所判定審議会において「入所可」の判
定を受けた者

養護老人ホームへの入所措置を行いました。また、入所後に長期入院
など、施設での生活が困難と判断された場合等に措置の廃止を行いま
した。
＜指定管理者＞
　管理者　　　社会福祉法人　博愛会
　指定期間　令和4年4月1日～令和9年3月31日

・本人が安定した生活を送ることができます。
・家族の不安や負担が軽減します。

基本協定書及び指定管理者年度協定書に基づき、適正に運営されています。

在宅生活支援の充実

事業開始背景等

老人福祉法第１５条第３項に基づき設置しています。
同法第１１条第１項第１号に規定する措置を受けた者の入所及び養護に関する業務を行っています。

妥
当
性

総合計画体系

政策 子育て・健康福祉

施策 高齢者福祉の充実

有
効
性

山口市養護老人ホーム秋楽園は、定員１００人のうち、８３人（他市措置者含む）が入所しており、定員
に空きがあります。引き続き、養護が必要な高齢者に対し、適正な措置を行います。

効
率
性

老人福祉法に基づく措置であり、類似の事業はありません。

指定管理者制度を導入し、最小限のコストで施設の効用が最大となるよう事業を実施しており、コスト
削減の余地はありません。



指定期間：令和４年度～令和８年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営業務
・受付事務、施錠、修繕など、適正な施設の
運営が行われたか。 ☆ 3

維持管理業務 ・清掃、保守点検など維持管理、及び備品管
理は適正に行われたか。 ☆ 3

人員配置
職員研修

・適正な人員配置、職員の育成、指導が行わ
れたか。 ☆ 3

地域連携
・清掃など、地域や関係団体等との連携や協
働が適切に行われていたか。 ☆ 4

接客対応 ・入所者に対する案内、説明、また、事故や
苦情に対する対応は適切であったか。 ☆ 3

平等利用 ・入所者の平等利用に関する基本姿勢は適
切であったか。 ☆ 3

個人情報保護 ・入所者の個人情報の保護対策は適切で
あったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止など安全対策が適切で
あったか。 ☆ 3

危機管理 ・防犯、防災対策など危機管理体制が適切で
あったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動
・施設目的の達成のための広報活動、情報
提供等がなされたか。 ☆ 3

自主事業 ・入所者ニーズに即した自主事業が実施され
たか。 ☆ 3

改善運動
・入所者の意見要望を聴き、管理運営に反映
されたか。 ☆ 3

収支計画との整合性 ・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

安定経営 ・安定的な運営はできているか。 ☆ 3

経理状況 ・経理事務は適正に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 1 46

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ Ａ Ａ A

※総合評価は、指定期間の総括として最終年度に行います。

個人情報の保護に関する法律及び個人情報等取扱特記事項
に基づき、個人情報の保護並びに関係書類の適正な管理に努
められ、目的外使用もされていない。また、守秘義務についても
全職員に徹底がなされている。

『指定管理者モニタリング評価』

施設名：山口市養護老人ホーム秋楽園　　　   指定管理者：社会福祉法人　博愛会

評価項目 評価コメント

評価

評点

・施設内外の整理整頓が行われ、安全管理には細心の注意が
払われている。施設設備の危険箇所の確認及び修繕が適宜行
われており、事故の未然防止に取り組まれている。
・ルールブック「秋楽園での生活とルール」を作成され、全入所
者へ周知し、入所者一人ひとりの安全意識の醸成に努められて
いる。

・入所者と職員合同の避難訓練や風水害を想定した避難訓練
の実施の他、入所者を対象に講習会を実施し、防火意識の啓
発に努められている。
・ＢＣＰを必要に応じて見直し、新型コロナウイルスなどの感染
症や災害等に対する、危機管理体制が整えられている。
・垂直避難訓練や夜間を想定した避難訓練なども実施されてい
る。

利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の

取
り
組
み

定期的な地域包括支援センターとの意見交換会や市内包括支
援センター長会議を実施され、施設の周知活動が行われてい
る。また、施設の空き状況を地域包括支援センターに情報提供
され、入所者の確保に努められている。ホームページで施設紹
介や園内行事の様子等を毎月掲載し、広報活動及び情報提供
が積極的に行われている。

利用者満足度

クラブ活動やレクリエーション活動は、年間計画に合わせて実
施されているが、それ以外にもすき間時間を活用して、活動を
行う等工夫されている。また、入所者の生きがいの高揚、生活
の活性化、心身の充実、体力の維持を図ることを目的に、ポイ
ント活動事業（草取り、配膳等でポイントを付与）を実施される
等、入所者のニーズに即した事業を積極的に実施されている。

・全体協議会で入所者からの意見要望を聴取し、対応されてい
る。食事については、嗜好調査を行い、メニューに反映されてい
る。
・苦情や不安等を相談しやすいよう、施設内に「ご意見箱」が設
置されている。（令和７年度の苦情件数は０件）

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

基本協定に基づき、施設の設置目的に沿った運営が行われ、
施錠、修繕等の施設管理が行われている。また、施設の対応範
囲を超える修繕等については、随時、市担当者と連絡相談する
など、適切に対応されている。

・清掃や施設設備の保守点検などの施設の維持管理は適正に
行われており、備品は備品台帳により適正に管理が行われてい
る。
・ワークハウス鋳銭司（就労支援事業所）による清掃も行われて
いる。

・配置基準に基づき、適正な人員配置が行われている。
・人材育成のため、業務や部署に特化した部署別研修や、ＢＣ
Ｐ訓練、虐待・身体拘束防止等の職場内研修を実施された。そ
の他にも、外部研修（Web研修含む）や法人内合同研修への参
加や、毎月の職場内勉強会（職員が互いに講師を務める）を開
催する等、能力向上に努められている。

・施設周辺の水路清掃や草刈りを行い、地域の環境整備に努
めている。
・秋穂小学校での車椅子学習、秋穂中学校生徒の職場体験、
お大師参りの接待、地元の子どもたちと協働によるイルミネー
ションの設置、認知症カフェ秋穂への職員派遣、秋穂モルック大
会への参加等、地域との連携が図られている。

・入所者に対する案内や説明は、入所者に対応した分かりやす
い言葉で話すことを心掛け、個人情報の保護や守秘義務に配
慮し、個別対応されている。また、必要に応じて、掲示による周
知も行われている。
・全体に周知が必要な場合には、協議会（全入所者と園長、相
談員等の職員が連絡・協議を行う会）において説明が行われて
いる。また、事故防止委員会、苦情解決委員会を設けており、
事故や苦情に適切に対応できる体制が整えられている。

平等利用、安全対
策等、危機管理体
制

入所者には常に平等に機会を与えることを心がけており、適切
に対応している。

経
営
状
況

収支等実績

物価高騰や人件費の上昇により、厳しい経営状況となっている
が、経費の見直し等により、収支のバランスがとれている。

施設入所者が増えない中、経費を見直すことによる支出の削減
に加え、光熱費や食材費の高騰については、支援金等を活用
することで、安定的な経営に努められている。

法人の経理規定に則り、経理事務は適正に処理されている。

Ａ

【各年度の評価】

総合評価

総　評

45

審査結果

・人材育成に積極的に取り組まれており、部署別研修やBCP訓練、虐待・身体拘束防止等の職場内研修に加え、
外部研修への参加や毎月の職場内勉強会を開催する等、職員の能力向上に努められている。
・秋穂小学校での車椅子学習、秋穂中学校生徒の職場体験、お大師参りの接待、イルミネーションの設置、認知
症カフェへの職員派遣、秋穂モルック大会への参加等、地域との連携が積極的に図られている。
・入所者と職員合同の避難訓練や風水害・夜間を想定した訓練を実施し、BCPの見直しも行う等、危機管理体制
が整えられている。
・定期的な地域包括支援センターとの意見交換会や市内包括支援センター長会議を実施され、施設の周知活動
が行われている。また、施設の空き状況を地域包括支援センターに情報提供され、入所者の確保に努められてい
る。

年度評価

評　点　合　計



健康福祉部

高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

昨年度の実績評価

上位成果への貢献度 公的関与の妥当性

貢献度大 法定受託事業

貢献度中 妥当性がある

貢献度小 見直し余地あり

基礎的事務事業

成果状況

向上（最高状態維持含む）

維持・横ばい

低下・悪化

成果向上余地

大 中 小

なし

類似事業との再編成

再編成できる（理由→）

再編成できない（理由→）

類似事業なし

コスト削減余地

効率化余地あり

現状手段が適切

改革概要・改革により期待される効果、施設管理運営に対する評価など

基本事業

事務事業評価報告書

施設名：山口市阿東老人ホーム
担当部

担当課

手段（事務事業の内容、やり方、手順）

環境上の理由及び経済的理由により居宅において養護を受けることが困難なお
おむね６５歳以上の者で、老人ホーム入所判定審議会において「入所可」の判
定を受けた者

養護老人ホームへの入所措置を行いました。また、入所後に長期入院
など、施設での生活が困難と判断された場合等に措置の廃止を行いま
した。
＜指定管理者＞
　管理者　　　社会福祉法人　あんずの里
　指定期間　令和4年4月1日～令和9年3月31日

・本人が安定した生活を送ることができます。
・家族の不安や負担が軽減します。

基本協定書及び指定管理者年度協定書に基づき、適正に運営されています。

在宅生活支援の充実

事業開始背景等

老人福祉法第１５条第２項及び第３項に基づき設置しています。
同法第１１条第１項第１号に規定する措置を受けた者の入所及び養護に関する業務を行っています。

妥
当
性

総合計画体系

政策 子育て・健康福祉

施策 高齢者福祉の充実

有
効
性

山口市阿東老人ホームは、定員５０人のうち、４０人（契約入所者及び他市措置者含む）が入所してお
り、定員に空きがあります。引き続き、養護が必要な高齢者に対し、適正な措置を行います。

効
率
性

老人福祉法に基づく措置であり、類似の事業はありません。

指定管理者制度を導入し、最小限のコストで施設の効用が最大となるよう事業を実施しており、コスト
削減の余地はありません。



指定期間：令和４年度～令和８年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営業務
・受付事務、施錠、修繕など、適正な施設の
運営が行われたか。 ☆ 3

維持管理業務
・清掃、保守点検など維持管理、及び備品管
理は適正に行われたか。 ☆ 3

人員配置 職員研修
・適正な人員配置、職員の育成、指導が行わ
れたか。 ☆ 3

地域連携
・清掃など、地域や関係団体等との連携や協
働が適切に行われていたか。 ☆ 3

接客対応
・入所者に対する案内、説明、また、事故や
苦情に対する対応は適切であったか。 ☆ 3

平等利用
・入所者の平等利用に関する基本姿勢は適
切であったか。 ☆ 3

個人情報保護
・入所者の個人情報の保護対策は適切で
あったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止など安全対策が適切で
あったか。 ☆ 3

危機管理
・防犯、防災対策など危機管理体制が適切で
あったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動
・施設目的の達成のための広報活動、情報
提供等がなされたか。 ☆ 4

自主事業
・入所者ニーズに即した自主事業が実施され
たか。 ☆ 3

改善運動
・入所者の意見要望を聴き、管理運営に反映
されたか。 ☆ 3

収支計画との整合性
・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

安定経営 ・安定的な運営はできているか。 ☆ 3

経理状況 ・経理事務は適正に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 1 46

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ Ａ Ａ A

※総合評価は、指定期間の総括として最終年度に行います。

個人情報の保護に関する法律及び個人情報等取扱特記事項
に基づき、個人情報の保護並びに関係書類の適正な管理に努
められ、目的外使用もされていない。また、守秘義務についても
全職員に徹底がなされている。

『指定管理者モニタリング評価』

施設名：山口市阿東老人ホーム      　　　　　　   指定管理者：社会福祉法人あんずの里

評価項目 評価コメント

評価

評点

・施設内外の整理整頓を行い、安全管理には細心の注意を払っ
ている。
・入所者の身体状況に応じて、居室変更や居室内の配置換えを
行い、事故防止に努めている。

・自力での避難が困難な入所者が増えていることから、日中だ
けでなく夜間を想定した災害対応訓練が年３回実施されてい
る。
・ＢＣＰを作成し、新型コロナウイルスなどの感染症や災害等に
対する、危機管理体制が整えられている。実際に施設内で新型
コロナウイルスの感染が確認された際にも、マニュアルに従って
適切に対処されている。

利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の

取
り
組
み

・年２回発行の広報誌「あんずの里便り」をご家族や地域住民、
関係各所へ配布し、情報提供及び広報活動が行われている。
・ホームページに加え、インスタグラムでの発信により、情報発
信力を強化されている。
・阿東地区民生委員協議会や生雲地区老人クラブの総会に施
設長が出席された際、施設紹介等をされ、施設の利用促進に
向けた広報活動をされた。

利用者満足度

・新型コロナウイルス感染症の防止の観点から中止していた全
体でのレクリエーションを再開されている。また、入所棟毎に特
徴を生かしたレクリエーションの実施や、入所者の個別支援（買
い物・墓参り等）を再開し積極的に取り入れるようにされている。
・地域ニーズに即した自主事業として、緊急時のショートステイ
の受入れがいつでもできるように体制を整えられている。

・１０日に一度給食委員会を開催し、入所者からの意見を給食
のメニューに取り入れている。また、職員が積極的に入所者の
意見や要望を聴くように心がけ、その成果が運営に反映されて
いる。
・苦情や不安等を相談しやすいように、施設内に「苦情受付箱」
が設置されている。（令和７年度の苦情件数は０件）

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

基本協定に基づき、施設の設置目的に沿った運営が行われ、
施錠、修繕等の施設管理が行われている。また、施設の対応範
囲を超える修繕等については、随時、市担当者と連絡相談する
など、適切に対応されている。

施設内外の清掃、施設設備の保守点検については、委託業者
により適正に実施されており、備品は備品台帳により適正に管
理が行われている。

・職員配置基準に基づき、適正な人員配置が行われている。
・採用後、社会福祉法人や高齢者施設で働くことについての心
構えの研修が行われている。
・人材育成のため、介護職員や調理職員による勉強会が月１回
開催され、職員の資質向上に努められている。さらに、全職員
対象の研修会が年２回開催されており、社会福祉事業に携わる
職員としての心構え等について、全職員に情報共有が図られて
いる。
・外部の研修にも積極的に参加されている。

・施設周辺の清掃を行い、地域の環境整備に努められている。
・地域有志による「門松」作りを長年続けており、年末の風物詩
として定着している。
・入所者が作成した季節の壁画を隣接の生雲小学校の卒業祝
いに届け、児童との交流を続けられている。
・地域住民参加型の「あんずの日」や夏祭りについては、新型コ
ロナウイルス感染症の感染防止の観点から実施できなかった。

入所の際は、「入所時説明書」を基に、入所者及びご家族に適
切に説明が行われている。事故や苦情が発生した場合は、市
や関係機関と連携し、迅速な対応が行われている。

平等利用、安全対策
等、危機管理体制

入所者には常に平等に対応することを心がけており、入所者に
寄り添い適切に対応されている。

経
営
状
況

収支等実績

入所者数の減少及び物価高騰や人件費の上昇により、厳しい
経営状況となっているが、光熱費・食材費の支援金や介護人材
確保・職場環境改善支援事業補助金の活用により、収支のバラ
ンスがとれるよう努められた。

措置入所者が増えない中、ショートステイ事業や新しく導入され
た契約入所制度を活用され、利用者の積極的な掘り起こしによ
り、利用者数及び利用料金収入の増加に取り組まれ、収支の
バランスがとれるよう努められた。

法人の経理規定に則り、経理事務は適正に処理されている。

Ａ

【各年度の評価】

総合評価

総　評

45

審査結果

・高齢者施設で働くことについての心構えの研修や、月1回の勉強会、年2回の全職員研修、外部研修への積極参
加により、職員の資質向上に努められている。
・地域有志による門松作りや、入所者が作成した季節の壁画を生雲小学校へ届けるなど、地域との交流が図られ
ている。
・自力避難が困難な入所者の増加を踏まえ、夜間を想定した災害対応訓練を年3回実施するなど、危機管理体制
が整えられている。
・レクリエーションの再開や買い物・墓参り等の個別支援を積極的に取り入れるとともに、緊急時のショートステイ
受入れ体制を整えるなど、入所者のニーズに即した事業が実施されている。

年度評価

評　点　合　計



健康福祉部

障がい福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

昨年度の実績評価

上位成果への貢献度 公的関与の妥当性

貢献度大 法定受託事業

貢献度中 妥当性がある

貢献度小 見直し余地あり

基礎的事務事業

成果状況

向上（最高状態維持含む）

維持・横ばい

低下・悪化

成果向上余地

大 中 小

なし

類似事業との再編成

再編成できる（理由→）

再編成できない（理由→）

類似事業なし

コスト削減余地

効率化余地あり

現状手段が適切

改革概要・改革により期待される効果、施設管理運営に対する評価など

基本事業

事務事業評価報告書

施設名：山口市山口障害者福祉作業所
担当部

担当課

手段（事務事業の内容、やり方、手順）

・障がい者 ＜開館日＞
土曜、日曜日、祝日、年末年始を除く毎日
＜開館時間＞
午前9時から午後4時
＜定員＞
10人（定員の１．２５倍まで利用可）
＜内容＞
創作活動の場を提供しました。
生産活動の機会を提供しました。
社会との交流の促進を行いました。・地域で安心して暮らせるようにします。

山口市山口障害者福祉作業所は、運営方針、運営に関する協定書に基づき、適正に運営されています。

地域生活の推進

事業開始背景等

事業所などに雇用されることが困難な障がい者に、その能力に応じた授産活動を実施します。また、地域における障がい者の生
きがいの拠点とします。

妥
当
性

総合計画体系

政策 子育て・健康福祉

施策 障がい福祉の充実

有
効
性

障がい者が地域の実情に応じ、創作的活動又は生産活動、社会との交流の場を確保するのに一定の
成果をあげています。

効
率
性

山口市山口障害者福祉作業所の決算状況は、6年連続で赤字となっており、積立から補填している状
況にあります。また、阿東地域に、地域活動支援センターである山口アカシア工房がありますが、地域
に根ざしたサービスで身近に施設が所在する必要があることから再編成はできません。

必要最小限の経費です。



指定期間：令和６年度～令和7年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営事務
・受付事務、施錠、修繕など適正な運営が行
われたか。

☆ 3

維持管理業務
・清掃、保守点検など維持管理、及び備品管
理は適正に行われたか。

☆ 3

人員配置
職員研修

・適正な人員配置、職員の育成、指導が行わ
れたか。

☆ 3

地域連携
・清掃など、地域や関係団体等との連携や協
議が適切に行われていたか。 ☆ 3

接客対応
・事故や苦情に対する対応は適切であった
か。

☆ 3

平等利用
・市民の平等利用に関する基本姿勢は適切
であったか。 ☆ 3

個人情報保護
・利用者の個人情報の保護対策は適切で
あったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止等安全策が適切であった
か。 ☆ 3

危機管理
・防災、防災対策など危機管理体制が適切で
あったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動
・施設設置目的の達成のための効果的な営
業、広報活動、情報提供等がなされたか。 ☆ 3

自主事業
・利用者ニーズに即した自主事業が実施され
たか。 ☆ 3

サービス向上
・利用者の生活の質の向上を目指した取組
がされているか。 ☆ 4

改善運動
・利用者の意見要望を聴き、管理運営に反映
されたか。 ☆ 4

収支計画との整合性
・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

収入確保 ・収入増加のための取り組みはなされたか。 ☆ 3

経理状況 ・経理事務は適正に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 2 50

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ Ａ

※総合評価は、指定期間の総括として最終年度に行います。
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審査結果
福祉作業所の設置目的に沿った就労支援B型事業を積極的に行っており、障がい者に生産活動の場を提供して
いる。維持管理・保守点検を始めとした施設の管理運営については、職員により適正に行われている。また、利
用者の生活の質の向上を目指し、全国平均、県平均を上回る平均工賃を維持していることが評価できる。

年度評価

評　点　合　計

Ａ

【各年度の評価】

総合評価 良好

総　評

指定期間中、施設の設置目的に沿った適切な運営管理が行われていた。
また、令和７年度末をもって事業を廃止することに伴い、新規作業の受託は行わなかったが、
これまで受注してきた作業に引き続き取り組むことで、全国平均及び県平均を上回る工賃を
維持するなど、利用者へのサービス向上に努められていた。

経
営
状
況

収支等実績

予算通り執行されており、当初収支計画と整合している。

これまで受注してきた業務に引き続き取り組むことで、ほぼ同程
度の収入を維持することができた。

利用者報告、経理事務は適正に処理されている。

落ち着いて作業ができるような環境整備が進められている。ま
た、施設が道路に面しているため、車の乗降時に注意を払って
いる。

年3回避難訓練（火災、地震、風水害）を行っているほか、AEDを
1台設置し緊急時に使用できるよう訓練を実施しており、危機管
理体制が整えられている。

利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組

み

就労継続支援B型事業所の運営規定及び重要事項説明書を作
業所内にわかりやすく掲示している。

利用者満足度

就労継続支援B型事業所の運営規定に則り、利用者のニーズ
にあった事業が行われている。

施設の設置目的を踏まえ、「障害者の日常生活及び社会生活
を総合的に支援するための法律」に定める就労継続支援B型事
業所として、利用者に高い工賃を提供している。

意見箱の設置や、定期的な面談により、聞き取った意見や要望
について協議されており、利用者の意見を反映した管理運営を
行っている。

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

作業所本来の用途、目的に係る利用で、適正に使用、管理して
いる。

日常清掃に加え、保守点検や備品管理も適正に行われてい
る。

障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準に基づい
た適正な人員配置及び人材育成を行っている。

地域の公園の清掃を行った。

事故、苦情等はなかった。なお、迅速に対応、解決する体制を
整えられている。

平等利用、安全対策
等、危機管理体制

運営規定に基づき適切な運営をしている。不平等な対応はな
かった。

個人情報が第三者、他の利用者の目に触れることがないように
適切な対策がとられている。

『指定管理者モニタリング評価』

施設名： 山口市山口障害者福祉作業所　　　                 指定管理者：山口市社会福祉協議会

評価項目 評価コメント

評価

評点



健康福祉部

障がい福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

昨年度の実績評価

上位成果への貢献度 公的関与の妥当性

貢献度大 法定受託事業

貢献度中 妥当性がある

貢献度小 見直し余地あり

基礎的事務事業

成果状況

向上（最高状態維持含む）

維持・横ばい

低下・悪化

成果向上余地

大 中 小

なし

類似事業との再編成

再編成できる（理由→）

再編成できない（理由→）

類似事業なし

コスト削減余地

効率化余地あり

現状手段が適切

改革概要・改革により期待される効果、施設管理運営に対する評価など

施設名：山口市アカシア工房

事業開始背景等

事業所等に雇用されることが困難な障がい者に、その能力に応じた授産活動を実施します。また、地域における障がい者の生き
がいの拠点とします。

＜開館日＞
・土曜、日曜日、祝日を除く毎日
＜開館時間＞
午前9時15分から午後4時
＜定員＞
15人
＜内容＞
創作活動の場を提供しました。
生産活動の機会を提供しました。
社会との交流の促進を行いました。・地域で安心して暮らせるようにします。

障がい者が地域の実情に応じ、創作的活動又は生産活動、社会との交流の場を確保するのに一定の
成果をあげています。

周辺に類似の施設等はなく事業再編成はできません。

手段（事務事業の内容、やり方、手順）

山口市アカシア工房は、運営方針、運営に関する協定書に基づき、適切に運営されています。

有
効
性

妥
当
性

効
率
性

必要最小限の経費です。

事務事業評価報告書

・障がい者

基本事業

総合計画体系

政策

施策

地域生活の推進

子育て・健康福祉

障がい者福祉の充実

担当部

担当課



指定期間：令和６年度～令和１０年度

不履行
多数

一部不
履行

良好 優秀
特に
優秀

（１点） （２点） （３点） （４点） （５点）

運営事務
・受付事務、利用許可、貸館、鍵施錠、修繕
など適正な施設の運営が行われたか。

☆ 3

維持管理業務
・清掃、保守点検など維持管理、及び備品管
理は適正に行われたか。

☆ 3

人員配置
職員研修

・適正な人員配置、職員の育成、指導が行わ
れたか。

☆ 3

地域連携
・清掃など、地域や関係団体等との連携や協
議が適切に行われていたか。 ☆ 4

接客対応
・事故や苦情に対する対応は適切であった
か。

☆ 3

平等利用
・市民の平等利用に関する基本姿勢は適切
であったか。 ☆ 3

個人情報保護
・利用者の個人情報の保護対策は適切で
あったか。 ☆ 3

安全対策
・日常の事故防止等安全策が適切であった
か。 ☆ 3

危機管理
・防災、防災対策など危機管理体制が適切で
あったか。 ☆ 3

利用拡大 周知活動
・施設設置目的の達成のための効果的な営
業、広報活動、情報提供等がなされたか。 ☆ 4

自主事業
・利用者ニーズに即した自主事業が実施され
たか。 ☆ 3

サービス向上
・利用者の生活の質の向上を目指した取組
がされているか。 ☆ 3

改善運動
・利用者の意見要望を聴き、管理運営に反映
されたか。 ☆ 4

収支計画との整合性
・収支状況は当初収支計画と整合している
か。 ☆ 3

収入確保 ・収入増加のための取り組みはなされたか。 ☆ 4

経理状況 ・経理事務は適正に処理されたか。 ☆ 3

標準 加算 4 52

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ａ Ａ

※総合評価は、指定期間の総括として最終年度に行います。

作業所内で利用者だけになることがないよう、常に1人は職員が
いるように配置し、目が行き届くように配慮されており、適切な
安全対策が行われている。

消火訓練と避難訓練を実施しており、危機管理体制は整えられ
ている。

社協だよりやホームページによる広報を行っている。また、月1
回「アカシアだより」を発行し、利用者やその保護者、地域住民
に情報発信を行っている。

総合評価

予算通り行われており、整合性はとれている。

工賃向上のため、阿東総合支所や地域事業者等へ営業活動を
しており、新たな作業の受託・工賃の向上につながっている。

利用者報告、経理事務は適正に処理されている。

Ａ
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年度評価

受付事務、鍵施錠は、職員によって適切に管理・運営が行われ
ている。

利用者によって、日常的に清掃は行われている。備品は備品台
帳により適正に管理されている。

地域活動支援センターⅢ型の運営規定に則り適才な人員配置
と人材育成が行われている。

『指定管理者モニタリング評価』

施設名： アカシア工房　　　                      指定管理者：山口市社会福祉協議会

評価

評点評価項目 評価コメント

施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
の
確
保

管理運営の実施

平等利用、安全対策
等、危機管理体制

運営規定に基づき適正な運営を行っている。また、特定の団体
に有利、あるいは不利になることはなかった。

個人情報が第三者や他の利用者の目に触れることのないよう
に、適正な対策が取られている

オープンデーの開催や、デイサービスでのハンドベル演奏、地
域の学校との交流を通じて、地域住民や事業者に施設のことを
知っていただく取り組みを行っている。

事故及び苦情はなかった。

評　点　合　計

総　評

【各年度の評価】

審査結果

地域活動支援センターの設置目的に沿った事業を積極的に展開しており、障がい者に創造的活動、生産活動、
社会との交流を促進する場を提供している。維持管理・保守点検を始めとした施設の管理運営については、職員
及び利用者により適正に行われている。また、積極的に地域と交流し、そこから新たな受託につながっていること
が評価できる。

利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組

み

利用者満足度

経
営
状
況

収支等実績

自力通所困難者に対して、送迎事業を行っている。

利用者の家族を交えた行事や地域との交流会を開催するなど
生活の質を向上を目指す取り組みがされている。

休憩室内に意見箱を設置しているほか、面談をを行い、聞き
取った意見・要望・利用者が自ら取り組みたいことについて管理
運営に反映している。


